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 アユールヴェーダに利⽤される 18 種の植物抽出液の抗酸化活性および細胞賦活活性を調











































































審 査 報 告 概 要 
 
 本論文は，化粧品開発において植物資源の付加価値を向上させる手法を三つの視点から体
系化したものである。第一に，科学的根拠の解明による価値の向上として，スリランカアー
ユルヴェーダ植物の抗酸化性，細胞増殖機能，肌バリア機能を測定して伝承的な効能を科学
的に実証した。第二に，すでに化粧品素材として使用されているローズウォーターやヨモギ
精油のストレス改善効果や精神の鎮静効果などを新たに解明し，これらの資源の付加価値の
向上に成功している。第三に，化粧品に対して，消費者の感動や共感など感性に関わる価値，
すなわち「経験価値」を付与することで，商品の売り上げを向上させ，ヨモギやハチミツな
どの資源の価値向上を実現した。そしてこれらの成果を活用した商品を開発することで，基
礎的な学問を産業化に結びつけている。本研究は生物産業学において有用な知見であり，審
査員一同は博士（生物産業学）の学位を授与する価値があると判断した。 
